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小麦の作付面積は 2007年の 12.1万 haから 2010年には




















































































































































































































2008年は 119千 t/年，2009年は 227千 t/年，2010年は




でそれぞれ 87千 t，194千 t，6千 t，56千 tであった。
2008年からの余剰小麦量の発生に対して，政府が 2010


















































分析を行なった結果，900ha から 1,200ha の経営規模
での生産性が総合的に高く，かつ効率的な経営が行なわ
れていることが明らかになった。また，大規模農場で
は，機械設備の更新が進められ労働生産性が高められて
いるなど，農場規模間の比較においては機械化の生産性
に与える影響が大きいことが示された。さらに，農場の
詳細な費用データに基づく農場規模間の総合生産性の比
較分析においても，機械設備に対する投資の効果として
農業機械の活用による利益向上が望めることが明らかに
された。
しかしながら，全体としては，気象条件の類似してい
るカザフスタンと比べてもいまだ生産性が低く，栽培技
術や灌漑などの面で改善すべき余地が大きいことや気象
要因の影響も大きいことなど，重要な知見が得られた。
さらに，小麦流通の問題などについても，小麦の需給動
向や流通経路が明らかにされ，小麦の価格決定は市場の
需給バランスを反映したものではなく政府の価格支持シ
ステムが構築されていることなども明らかになった。
審査報告概要
モンゴル国の小麦生産は規模拡大により生産量が増加
しているにもかかわらず，生産基盤の未整備や栽培技術
の遅れ等から生産性が非常に低い。そこで本研究は小麦
作経営の持続的発展を目的に，小麦農場の経営実態や作
業能力，生産の規定要因と投入要素などの総合的な生産
効率を経営学的に分析した。小麦農場の経営データよ
り，規模拡大に伴う土地生産性，労働生産性，設備投資
生産性の変化を分析し，1,000ha以上では生産性が低下
することを明らかにした。また，経営規模階層別の要素
投入の総合生産性分析によって経済的利益は規模拡大に
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よって向上をすること，その経済的生産性に対する各生
産要素の貢献度は光熱動力費が最大で，続いて労働費で
あることを明らかにした。また，モンゴル国の小麦流通
システムを体系的かつ実証的に解明し，需給のミスマッ
チの存在や価格形成の特徴と課題も指摘した。本研究は
研究蓄積が少ないモンゴル国の小麦作経営における生産
性拡大要因をはじめ様々な貴重な知見を得た。
よって，審査員一同は博士（国際バイオビジネス学）
の学位を授与する価値があると判断した。
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